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1. 南海高野線とは 

 

高野線は 1898 年、高野鉄道として現在の堺東～狭山駅

間が開業。現在は大阪市浪速区の汐見橋駅から、和歌山

県伊那郡和歌山県伊都郡高野町の極楽橋駅に及ぶ

64.5km を結んでおり、長年にわたり本校生徒の通学の

足の 1 つとなっている。愛称は「りんかんサンライ

ン」。大阪の中心部からいくつもの川や山を越え、日本

有数の宗教都市・高野山までに至り、車窓に映る景色は

風光明媚そのものと言えるだろう。今回はそんな高野線

を走る南海 6000 系電車にスポットライトを当てて、こ

の電車が南海高野線と歩んできた歴史を紹介したいと思

う。 

 



▲南海高野線路線図(引用: 

http://www.nankai.co.jp/traffic/railmap/koya.html) 

http://www.nankai.co.jp/traffic/railmap/koya.html


2.南海 6000 系について 

1960 年代から平坦区間で沿線の住宅開発が進み、通勤客が急増し、既存の

車両では輸送力不足となっていたため、高野線の平坦区間である難波 - 三日

市町間に南海本線と同様の山岳区間に対応しない 20m4 扉車体の通勤形電車

を投入し、輸送力を向上させるべく投入されたのが南海 6000 系である。

1962 年~1969 年までに計 72 両が製造され、南海電鉄初にして日本初の

20m 級オールステンレス車である。登場以降、編成組み換えや様々な改造が

施され現在の姿になっている。また、2019 年までは全車両が 1 両の廃車も

無く在籍しており、｢錆びない鉄人｣と呼ばれ、鉄道ファンからの人気も高

い。 

 

3.主な改造工事 

南海高野線 河内長野~橋本駅間の複線化に伴い、三日市町駅より先に存在す

る最大 33‰にもなる勾配に対応するため 1976 年 2 月 23 日よりはじめの 1

編成が改造されたのを皮切りとし、次々と主抵抗器新製などの改造が施され

た。また、1980 年より、増解結作業の効率化を図る目的で、従来の自動連

結器とジャンパ栓を廃止し、電気連結器付きの密着連結器に交換する改造が

行われた。 

1985 年より車体更新と冷房化を目的とした改造が順次行われることとなっ

た。改造に際して、東急車輛横浜製作所で改造を受けた車両も存在する。ま

たこの改造により、中間車の形式がサハ 6801 形からサハ 6601 形に変更

し、従来の車両との区別を図った。冷房化に際し、6000 系の一大特色であ

ったパイオニアⅢ-702 台車が冷房化による重量増加に耐えきれないと判

明。新製の S 型ミンデン台車に交換された。しかし、後期車の付随車には南

海旧 1000 系の廃車発生品であるミンデンドイツ式台車を流用。既に廃車と

なっている旧 1000 系や 7000 系の乗り心地を今に伝える貴重な存在となっ

ている。 

https://ja.m.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E6%97%A5%E5%B8%82%E7%94%BA%E9%A7%85
https://ja.m.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E6%97%A5%E5%B8%82%E7%94%BA%E9%A7%85
https://ja.m.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E6%B5%B7%E6%9C%AC%E7%B7%9A


また、冷房化による自重の増加により抜きん出た個性であった加減速性能も

かき消されてしまった。そして、パンタグラフは菱形のものから下枠交差型

へと交換された。 

 

PⅢ-702台車（引用:http://goerlitz.blog.fc2.com/blog-entry-62.html?sp 

http://goerlitz.blog.fc2.com/blog-entry-62.html?sp


S 型ミンデン台車 

旧 1000 系からの流用であるミンデンドイツ式台車 



4.異色の先頭改造車 

 

 

6009F(6009-6010-6901)は 1964 年に製造されました。また元々3 両編成

でしたが、輸送力増強のため 4 両編成にする構想が元よりあったそうです。

翌年、既存の C#6010 とは違う車両の C#6010Ⅱが製造され既存の C#6010

は改番後別の編成へ組み込み、6009Fは（6009-6901-6010Ⅱ）となりまし

た。そして 1966 年、3 両編成より 4 両編成へと編成の組み換えが行われ中

間に組み込む為に C#6805 が製造され、編成へと組み込まれ 4 両編成へと

なりました。元より先頭車であった C#6901 はこの編成組み換えに伴い

(6009-6901-6805-6010Ⅱ)という編成になり、この先頭車は編成の内側へ

封じ込められてしまいました。1985 年より行われた、車体更新と冷房化に

伴う改造により C#6901 は C#6610 へと改番が施されました。これにより

C#6901 が編成の先頭に立つことは無い、ということになってしまいまし

た。そして南海 6000 系唯一である先頭改造車が誕生しました。しかし、時

代も変わり令和元年 12 月 3 日、6009F は千代田車庫から小原田車庫へ解体



のため回送、6000 系 3 編成目の廃車となりました。解体に際して編成が分

割され、長年封じこめられていた C#6610(C#6901)が久しぶりに顔を出

し、大きな話題を呼びました。 

 

 
5.南海 6000系の今後について 
 

南海 6000系は現在 50年以上も走り続けている車両がほとんどで、老朽化に伴い
後継の 8300系に置き換えられることになりました。2019年度には 6000系ラストナ
ンバーである 6035Fを初めとし、唯一の先頭改造車を編成に含んだ 6009Fなど、
計 4編成が廃車、2020年度には 2両編成 2本を含む計 4本が廃車になりました。
今後も 6000系の廃車は進み 2023年度に完了する見込みです。しかし一方で
2020年 7月には 2両編成の 6905Fが大井川鐵道へ譲渡され、こちらはしばらく活
躍するものと思われます 

 

▲大井川鉄道に譲渡陸送中の南海 6000系 
  



▲2021年 3/20～21には大井川鐵道で、譲渡された南海 6000系のお披露目がさ
れ、かつて同じ高野線を走った 21000系などと並んで展示されるなど話題を呼ん
だ。 

▲南海 8300系 

6.最後に 
  
 今回ご紹介した 6000系電車は、なんば〜橋本駅間、泉北高速鉄道線で運用され
ています。そして、四季折々の風光明媚な沿線の景色に溶け込み、製造後 50年以
上も経った今も、変わらず美しい銀色の車体を輝かせています。 
 6000系は南海電鉄で現存する唯一の片開き扉の車両であり、現在全国各地の
20mオールステンレス車両の草分けとなった車両です。もし 6000系に乗る機会が
あれば、今まで 6000系が歩んできた道のりに思いを馳せてみるのもいかがでしょ
うか。 
 
最後に、私がこれまで撮影してきた 6000系をご覧頂き、終わりとさせていただきま
す。 
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